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一

【
解
題
】

本
資
料
は
、
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
の
武
藤
文
庫
注
１
が
所

蔵
す
る
、
中
本
（
写
本
、
二
四
丁
）
の
日
記
二
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
注
２
。

一
冊
目
は
外
題
に
直
書
き
で
「
渉
涛
日
誌

二

起
丁
卯
二
月
八
日
」、
二
冊

目
は
「
渉
涛
日
乗

二
」
と
記
さ
れ
、
一
ペ
ー
ジ
八
行
の
罫
線
と
匡
郭
が
印
刷

さ
れ
た
冊
子
に
書
か
れ
て
い
る
。
武
藤
文
庫
で
は
筆
者
を
田
辺
太
一
と
推
定
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
調
査
と
そ
の
後
の
研
究
に
よ

や
ま
た
か
の
ぶ
あ
き
ら

り
、
筆
者
は
山
高
信
離
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

山
高
信
離
に
つ
い
て
は
、
小
寺
瑛
広
（
二
〇
一
一
）
注
３
に
詳
し
い
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
山
高
は
、
明
治
期
の
博
覧
会
行
政
、
お
よ
び
博
物
館
行
政
に
携
わ

り
、
初
代
奈
良
・
京
都
帝
室
博
物
館
長
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
天
保
一
三
年

に
旗
本
の
八
男
と
し
て
出
生
し
、
幼
名
を
蘭
の
助
と
い
っ
た
。
安
政
三
年
に
一

五
歳
で
旗
本
山
高
家
の
養
子
と
な
り
山
高
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
パ
リ
万
博
出
発

前
の
慶
応
二
年
に
は
従
五
位
下
石
見
守
に
叙
任
さ
れ
、
山
高
石
見
守
と
な
っ

た
。
山
高
信
離
と
い
う
の
は
明
治
五
年
以
降
の
戸
籍
名
で
あ
る
。

「
渉
涛
日
誌
」
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
二
月
八
日
か
ら
同
年
三
月
八
日

ま
で
、「
渉
涛
日
乗
二
」
は
慶
応
三
年
三
月
七
日
〜
同
月
二
六
日
ま
で
の
記
事

が
あ
る
。
信
離
が
将
軍
慶
喜
の
弟
で
あ
る
徳
川
昭
武
に
随
行
し
て
、
パ
リ
万
国

博
覧
会
へ
の
参
加
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
歴
し
た
旅
の
詳
細
が
日
並
記
で
書
か

れ
て
お
り
、
記
録
と
と
も
に
余
白
部
分
に
は
旅
先
の
民
家
と
女
性
の
服
装
か
と

思
わ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
が
数
か
所
あ
る
。
た
だ
し
「
渉
涛
日
乗
二
」
は
傷
み

が
激
し
く
、翻
刻
に
は
か
な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、未
着
手
で
あ
る
。

こ
の
「
渉
涛
日
誌
」
と
い
う
山
高
の
自
筆
本
に
は
、
戸
定
が
丘
歴
史
館
が
山

高
家
か
ら
寄
託
を
受
け
た
別
本
（
山
高
家
本
）
が
存
在
す
る
。
両
書
を
照
合
し

長
崎
大
学
武
藤
文
庫
蔵
『
渉
涛
日
誌
二
』
―
翻
刻
と
解
題
―
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二

て
い
く
と
、
細
か
い
部
分
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
内
容
や
筆
跡
が
酷
似
し
て
お

り
、
同
筆
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
携
帯
用
の
小
型
の
中
本
な

の
に
対
し
、
山
高
家
本
は
二
七
、
五
セ
ン
チ
×
一
八
、
六
セ
ン
チ
の
大
本
で
あ

る
。
恐
ら
く
現
場
で
書
か
れ
た
本
書
を
元
に
、
修
正
を
加
え
な
が
ら
清
書
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
山
高
家
本
が
慶
応
二
年
一
二
月
二
六
日
〜
慶
応
三
年
五

月
一
一
日
ま
で
の
記
述
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
は
そ
の
一
部
分
で
あ
り
、「
渉

涛
日
誌

一
」
と
い
う
日
記
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
確
認
で
き
て
い
な

い
。
武
藤
長
蔵
氏
が
本
書
を
入
手
し
た
経
路
は
定
か
で
は
な
い
が
、
古
書
店
な

ど
で
購
入
し
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
端
本
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

本
日
記
に
は
、
日
時
と
船
の
位
置
を
示
す
緯
度
、
経
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
の
慶
応
三
年
二
月
八
日
は
経
度
九
十
一
度
と
あ
る
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
上
を

航
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
翌
日
の
二
月
九
日
の
緯
度
七
度
十
、
経
度
七

十
二
度
二
九
は
イ
ン
ド
の
西
の
ア
ラ
ビ
ア
海
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ

の
後
、
西
に
進
ん
で
ア
デ
ン
（
亜
丁
）
に
到
着
し
、
紅
海
を
経
て
ス
エ
ズ
（
本

ス
イ
ス

日
記
で
は
蘓
士
）
か
ら
上
陸
し
、
カ
イ
ロ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
鑑
賞
し
た
あ
と
再

び
ア
レ
キ
サ
ン
デ
リ
ー
か
ら
地
中
海
へ
と
出
て
、
イ
タ
リ
ア
の
メ
ッ
シ
ー
ナ
、

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
ー
ユ
と
旅
を
続
け
て
い
る
。
宛
字
や
書
き
直
し
も
多
く
判

読
の
難
し
い
箇
所
も
あ
る
が
、
旅
の
臨
場
感
に
溢
れ
て
い
る
。
本
書
は
未
翻
刻

で
あ
る
。

【
凡
例
】

翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
次
の
方
針
を
と
っ
た
。

＊
改
行
は
原
本
に
従
っ
た
。
各
丁
の
一
行
目
の
下
に
、
便
宜
上
の
丁
数
と

表
を
示
す
記
号
を
（
一
オ
）
の
よ
う
に
括
っ
て
示
し
た
。

＊
削
除
し
て
横
に
書
き
直
し
た
箇
所
は
、
傍
点
「
、」
を
付
け
、
判
読
可

能
な
箇
所
は
翻
刻
を
し
た
。
つ
ま
り
、「
＝�

」
は
書
き
損
じ
に
よ
る
削

除
部
分
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

＊
解
読
で
き
な
か
っ
た
箇
所
は
＝
で
示
し
た
。

＊
本
文
に
は
句
読
点
は
な
い
が
、
読
解
の
便
宜
上
、
読
点
を
付
し
た
。

＊
漢
字
は
原
本
に
近
い
字
体
を
用
い
、
仮
名
は
現
行
の
文
字
に
改
め
た
。

【
翻
刻
】

渉
濤
日
誌

二

（
一
オ
）

二
月
八
日

計
九
十
一
度

三
月
十
三
日

朝
十
時
、
抜
錨
暑
気
い
や
ま
し
た
る
に
旅
客
も
又
増
し

ぬ
れ
は
、
さ
し
も
大
な
る
船
な
れ
と
も
、
こ
と
に
雑
踏
喧
嘩

甚
閙
障
を
覚
ふ
、
第
一
時
頃
海
面
相
を
か
へ
た
れ
は
、

人
々
奇
異
の
思
ひ
を
為
し
た
り
、
加
之
朝
来
飛
魚

の
躍
る
事
西
紅
海
に
入
る
よ
り
日
々
の
事
な
か
ら
、
此
日
も

い
と
夥
し
、
俗
に
此
魚
の
飛
は
風
の
て
ふ
と
い
ふ

言
あ
れ
は
、

連
日
の
炎
晴
に
さ
し
た
る
事
も
あ
ら
ぬ
へ
し
と
は
思

は
さ
り
け
れ
と
も
、
い
か
に
も
波
色
も
面
し
ろ
か
ら
さ
れ

は
、
人
々
甲
板
上
に
て
打
望
居
る
、
其
内
鱷�

一
二
尾
躍
れ

る
魚
あ
り
、
即
鱷
魚
の
小
な
る
も
の
と
ぞ
、
夫
よ
り
か
、
い
や

ま
し
て
数
百
頭
浮
沈
し
て
、
躍
る
あ
り
躙
る
あ
り
て

海
波
揺
動
す
、
暫
し
て
皆
沈
む
跡
な
か�

り
し
が
、

一
陣
の
風
俄
に
吹
起
り
、
＝�

驟�

雨
＝�

＝�

＝�

頃
盤
テ
来
る
と
比
し
く

船
の
揺
動
も
強
ふ
な
り
し
か
ば
、
＝�

＝�

水
夫
ら
あ
わ
て
ゝ

帆
＝�

＝�

を
捲
き
な
と
す
る
を
看
て
人
々
魂
を
消
す
、一
里

（
二
オ
）

程
も
隔
つ
る
と
思
は
し
き
處
に
、
一
朶
の
黒
雲
棚
引
わ



前
田：

長
崎
大
学
武
藤
文
庫
蔵
『
渉
涛
日
誌
二
』
―
翻
刻
と
解
題
―

三

た
り
、
潮
を
捲
あ
く
け�

た�

る�

が�

則�

龍�

捲�

な�

る�

へ�

し�

る
と
見
へ
て
、
女
子
帯
の
如
く
白
練
の
様
な
る
も
の

海
心
よ
り
彼
の
雲
中
に
通
す
、
＝�

風
弥
吹
募

り
雨
勢
か
ゝ
る
不
量
可
也
、
龍
掛
な
る
へ
し
と
て

奇
観
を
成
り
暫
あ
り
て
彼
の
白
練
に

消
て
風
雨
共
に
歇
た
り
し
か
は
、
天
気
朗
晴

雨
後
吹
涼
を
生
す
、
従
て
舟
の
揺
動
も

静
り
て
夢
の
醒
た
る
心
地
こ
そ
も
て
る
、
誠
に
他
日
の

一
奇
徳
な
り
、

二
月
九
日

緯

七
度
十

速
二
百
六
十
七
里

十
四
日

経

七
十
三
度
廿
九

暖
計

八
十
四
度

晴
風
稍
涼
を
覚
ふ
、
海
波
不
動

碧
濃
烟
濃
絵
如
席
、
飛
魚
夥
飛

偶
入
船
窓
も
の
あ
り
、

十
日

＝
緯

八
度
〇
四

速
二
百
五
十
八�

七
里

経

六
十
九
度
十
八

計
八
十
四
度

十
五
日

（
三
オ
）

晴�

風
海
波
平
、
四
顧
水
雲
眼
を
遮
き
る

も
の
な
し
、
偶
波
間
に
牛
の
如
き
も
の

浮
へ
る
を
見
る
、
是
海
馬
な
る
と
ぞ
、
舟
と

遠
け
れ
は
其
体
客
を
の
こ
さ
す
、
遺
感

と
云
ふ
へ
し
、
、

十
一
日

緯

九
度
〇
四

速
三
百
七
十
五
里

経

六
十
四
度
四
十
四

計
八
十
度

十
六
日

炎
晴
午
熱
甚
、
午
餐
西
瓜
を
供
す
気
味

淡
泊
な
り

十
二
日

緯
十
度
十
五

速
二
百
八
十
里

十
七
日

経
十
度
〇
六

計
同
断

無
記
事

十
三
日
晴

緯
十
一
度
三

速
二
百
八
十
里

十
八
日

緯
五
十
五
度
廿
七

計
七
十
八
度

無
記
事

十
四
日
晴

緯
十
一
度
五
十
一

速
二
百
八
十
八
里

十
九
日

経

五
十
度
四
十

計
八
十
一
度

終
日
亜
剌
比
亜
地
方
島
嶋
を
見
る
、
火
山

歴
々
吐
烟
如
雲
、
夕
日
没
火
光
紅

十
五
日
晴

緯
十
二
度
廿
九

速
二
百
九
十
里

廿
日

経
四
十
五
度
五
十
二

無
風
酷
暑
、
海
波
殊
に
平
、
船
穏
、
女
席

（
四
オ
）

遙
鯨
魚
潮
を
吹
を
望

十
六
日

計
八
十
四
度

至
此
百
九
十
六
里
也

廿
一
日

朝
第
六
時
亜
丁
え
着
す
、
英
領
ナ
リ

湊
西
山
連
山
東
南

波
涛
拍
天
山
、
無
草
木
を
生
ず
、
岩
石
畳
々

如
剣
鉾
、
連
立
海
岸
岩
石
尤
多
、
依
岩
築

砲
臺
穿
山
通
路
、
依
嶮
築
畳
壁
、
水
尤
乏
し

抜
潮
去
塩
気
、
雨
水
を
賄
ふ
て
食
料
と
す

山
峡
通
溝
山
間
に
雨
水
を
引
、
以
城
中
に
及
す

雨
三
年
に
し
て
或
一
降
或
五
年
一
降
、
其
他

連
晴
故
山
崗
草
木
に
乏
し
、
土
人
真
黒
な
り

毛
髪
焼
爛
恰
も
夜
叉
と
も
い
ふ
へ
し
、

馬

駱
駝
を
産
、
夏
冬
の
寒
暖
草
木
繭
荷
を
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四

知
ら
す
、
其
炎
焼
可
思
、
幸
に
し
て
今
朝
よ
り

淡
陰
醸
雨
故
暑
熱
不
甚
、
第
十
廿�

時
頃
に

至
御
上
陸
の
處
一
雨
沛
然
来
、
問
傍
人
に

前
雨
よ
り
已
に
三
年
に
及
ふ
、近
日
連
朝
降

（
五
オ
）

雨
す
と
云
し
、
仔
豕
を
賣
ふ
所
に
至
り
見
る
に

豕
の
丸
む
き
に
し
た
る
、
夫
に
一
杯
の
水
を

定
價
あ
り
て
市
ふ
、
運
転
駱
駝
を
役
す

土
人
の
家
は
屋
根
な
し
、
四
方
を
圍
ふ
た
る

耳
、
＝�

土
上
席
を
設
け
て
座
臥
於
此
す

卑
俗
可
思
、
十
一
時
御
浄
船
、
第
三
時
抜
錨

せ
り

十
七
日
晴

緯
十
二
度
五

速

二
百
二
十
六
里

廿
二
日

経
三
十
九
度
五
十
一

計

八
十
一
度

亜
弗
利
加
諸
嶌
を
西
方
に
望
ム
、
順
風
吹
強

ふ
し
て
舟
に
如
矢
、
飛
魚
尤
多
し

十
八
晴

緯
十
八
度
五
十
八

速

二
百
八
十
里

廿
三
日

経
卅
七
度
〇
四

計

八
十
三
度

暑
気�

滅
不
稍
衰
ふ
、
炎
熱
漸
免
る

十
九
日
晴

緯

二
十
二
度
五
十
八

速

二
百
六
十
八
里

経

卅
四
度
五
十
五

計
八
十
一
度

廿
四
日

西
風
烈
し
ふ
し
て
船
揺
動
女
子
哭
泣
す

る
を
聞
く
、
九
時
頃
に
至
弥
吹
募
り
て
怒
涛

上
船
走
、
涛
吐
雪
波
浪
如
山
可
崩
、
船
飄

（
六
オ
）

々
、
上
天
又
下
入
海
底
、
日
没
し
て
漸
平
、
晩
涼

可
愛
激�

浪�

風
死
す
れ
と
も
、
激
浪
掴
動
船

行
す
な
り
、
在
遙
伊
太
利
亜
船
の
舡
行

す
る
を
見
る

廿
日

晴

緯
廿
六
度
卅
二

速
二
百
五
十
里

東
経
三
十
二
度
四
十
二

計

七
十
八
度

暑
気
又
減
、
佛
の
軍
艦
を
見
る
、
左
に

阿
弗
利
加
右
に
亜
剌
比
亜
地
方
を
見
る
、

風
順
に
し
て
舟
平
な
り

廿
一
日
晴

速
二
百
四
十
里

廿
五
日

計

七
十
八
度

順
風
に
真
帆
か
け
て
舟
如
生
翅
、
海
濤
次

第
に
溢
ふ
し
て
沿
海
の
山
岳
相
缺
、
十
二
字

ス
イ
ス

蘓
士
着
、
川
蒸
気
船
に
御
乗
移
三
里
余

を
馳
て
盤
岸
、
佛
国
の
コ
ン
シ
ー
ル
卿
出
迎
申
上

客
舎
に
御
案
内
申
た
り
、
御
逗
留
中
警
士

を
備
ふ
、
是
蘓
士
人
な
り
、
地
中
海
切
割
成
切

の
路
は
従
是
不
及
上
陸
、即
転
南
東
入
地
中
海

（
七
オ
）

ニ
之
處
な
り
、
港
内
川
渡
の
機
械
を
備
へ
た
り
、

当
地
は
埃
及
都
府
領
ト
ル
コ
の
所
括
な
り
、
在
昔
は

殊
に
繁
昌
の
土
地
な
れ
ど
も
今
は
は
や
人
家
も
壊

敗
収
之
に
無
力
人
々
敗
家
に
起
居
雨
露
を
凌
ぎ

細
く
煙
を
立
つ
る
耳
、
さ
し
も
層
楼
高
閣

の
敗
壊
＝�

有
様
は
実
に
人
生
の
盛
衰
と
は

乍
申
、
可
憐
も
あ
ま
り
あ
り
、
御
夕
餐
後
第
七
時

蒸
気
車
御
乗
組
衢
頭
點
燈
、
蒸
気

車
の
製
＝�

第
一
は
機
車
次
は
炭
車
次
に
載
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五

貨
次
に
載
人
、
聯
貫
し
て
速�

す�

な�

り�

其�

速�

ナ�

リ�

＝�

鐵
軌
を
趨
、
其
速
な
る
事
氣
船
も
不
及

自
車
窓
窺
外
物
、
近
く
不
為
態
遮
眼
如
簾

カ
イ
ロ

遠
は
存
全
体
な
り
、
第
一
時
該
禄
ニ
達
す
又

此
所
は
舊
踪
古
跡
も
不
少
、
彼
ノ
ビ
ラ
ミ
ー
ド
な
そ
い
ふ

古
墳
も
あ
る
な
れ
と
も
夜
中
不
索
如
何

一
ミ

ス
タ
ア
シ
ョ
ン
と
て
＝�

客
舎
あ
り
、
暫
時
御
休
息
迠
に

（
八
オ
）

発
せ
り
車
中
備
水�

薄
酒
果
実
等
を
た
く
お
ふ

倦
臥
不
覚
暁

二
月
廿
二
日

計
七
十
七
度

二
十
七
日

天
晴
、
日
升
り
て
山
林
は
淡
煙
似
催
雨
と
も

忽
改
晴
と
な
る
、
平
地
山
遠
ふ
路
傍
人�

家�

ノ�

田
園
菜
本
菜
＝�

あ
り
春
色
甚
耳
人
家
は

如
大
鐘
、
泥
土
を
以
て
築
之
＝�

纔
に
人
を
立
す

可
し
と
思
ふ
、
二
三
小
窓
を
穿
て
り
、
男
女
窺

外
の
体
い
か
に
も
あ
ら
い
る
体
誠
可
憐
也
、
譬
之

燕
巣
蜂
巣
の
如
し
、
其
上
に
犀�

牛
羊

喰
草
な
と
し
て
人
家
と
は
覚
へ
難
し
、

卑
俗
賎
風
以
之
可
知
な
り
、
不
待
吾
贅

ア
レ
キ
サ
ン
デ
リ
ー

第
十
一
字
亜
拉
散
大
に
御
着

客�

舎�

に�

御�

投�

馬
車
に
召
し
て
客
舎
に
御
出
あ
り
し
此
程

佛
帝
よ
り

大
君
に
＝�

贈
呈
せ
ら
る
ゝ
處

＝�

度
歸
、
暫
時
当
家
に
ニ
養
ひ
た
り
と
い
ふ
、
午

（
九
オ
）

飯
被
為
病
た
る
時
、
当
地
在
留
コ
ン
シ
ー
ル
ゼ
ネ
ラ
ー
ル

よ
り
使
を
以
て
岡
使
舘
に
御
投
宿
あ
り
た
し
と

申
参
ら
せ
し
に
よ
り
即
〇
（
隼
人
石
見
俊
太
郎
御
扈
臣
両
人
ニ
而
）
御
越
相
成

な
か
〳
〵

壮
大
な
る
屋
楼
な
り
、
第
三
階
に
＝�

＝�

被
為
上
衢

市
下
睨
す
へ
し
人
家
調�

重
密
富
貴

可
思
、
＝�

巷
＝
甚
廣
ふ
し
て
處
々
ニ
噴
水
な
と
も

仕
か
け
た
り
キ
、
土�

人�

は
西
洋
商
舘
い
と
多
ふ
し
、

な
か
に
も
佛
人
十
三
、
七
八
に
至
る
、
土
人
は
半
黒
ニ
テ

頭
に
は
白
＝
紅
布
を
纏
ふ
、
体
に
は
大
な
る
風
呂

敷
よ
ふ
の
木
綿
を
着
せ
り
、
婦
人
は
黒
き
廣

袖
僧
衣
如
き
を
着
し
同
色
の
か
つ
き
を
蒙

り
、
眼
雙
を
耳
あ
ら
は
し
て
鼻
上
額
下
よ
り

金
の
飾
を
為
し
た
る
女
園
布
を
以
て
面
を
掩
ふ

美
醜
よ
り
難
辨
、
当
處
二
至
雙
の
国
ニ
而

第
一
等
第
二
等
と
あ
り
、
＝�

シ
ル
タ
ン
ノ
制
ヲ
受
ク
、
シ
ル
タ
ン
ハ
度
人
に
到

る
迠
て

美
女
を
侍
て
る
も
の
齢
二
八
に
至
れ
ば
必
納�

入

（
一
〇
オ
）

主
家
に
枕
籍
を
捧
け
し
む
る
風
習
あ
り
、
主
家

数
百
人
＝�

妾
を
擁
せ
り
と
い
ふ
＝�

ト
ル
コ
と
同
じ
、

第�

二�

時�

頃�

よ�

り�

○
第
一
等
の
王
外
出
せ
し
と
て

第
二
等
の
王
来
て
御
尋
問
申
せ
し
か
、
纔
ニ
又
二

人
の
士
官
を
倶
し
た
る
耳
ニ
而
ト
ル
コ
風
の
着

＝�

服
冠�

帽�

子�

は�

之�

を�

と�

＝�

な
り
、
極
め
て
軽
而

の
体
さ
し
て
権
威
あ
る
と
も
見
へ
さ
り
し
、

旦
市
中
御
游
覧
の
た
め
と
て
馬
車
二
領

を
さ
し
出
た
り
、
第
二
時
頃
よ
り
召
之
し
て
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六

市
中
御
游
覧
被
遊
、
處
々
＝�

御
巡
覧

游
園
抔
え
も
御
出
あ
り
、
遙
に
ヒ
ラ
ミ
ー
ト
を
望

め
り
、
い
と
高
き
も
の
な
り
、
高
サ
三
十
丈
も
あ
り
と
ぞ
、

上
に
は
人
を
座
せ
り
と
い
ふ
、
丸
キ
柱
ラ
の
如
く

棹
石
ニ
て
畳
重
た
る
も
の
に
あ
ら
す
、
全
一
箇
の

石
な
り
、
是
何
等
の
た
め
た
る
を
知
ら
ず
、
在

昔
は
二
箇
あ
り
し
を
、曽
佛
国
と
戦
争
に
打

（
一
一
オ
）

負
け
し
折
奪
ひ
去
ら
れ
、
今
は
亡
一
を
存
在

す
と
い
ふ
、
御
回
車
後
、
在
留
士
官
等
罷
出
、

御
饗
応
申
上
た
り
、
＝�

夜
来
時
気
変
し
て

四
五
月
の
時
気
と
成
る
、
蚊
な
と
多
ふ
し

吾
等
幸
ひ
に
し
て
蚊
帳
あ
れ
は
不
受
此
発

さ
り
し
か
、
保
科
子
ニ
ハ
蚊
帳
な
く
終
夜

蚊
雷
か
為
に
、
熟
睡
せ
ざ
り
し
と
て
翌
朝

見
た
れ
ば
恰
も
痘
瘡
を
受
け
た
る
如
し
、

不
倒
翁
に
而
可
呈
乎
と
て
人
々
打
思
ふ
た
り

廿
三
日

曇

計
七
十
度

廿
八
日

此
日
は�

朝�

饗�

に�

御
発
船
の
日
な
れ
は
、

第
一
時
岡
使
舘
御
立
払
て
三
車
を

（
マ
マ
）

備
ふ
、
第
一
軍
に
は
公
子
岡
使
陪
従
隼
人
正

俊
太
郎
な
り
、
第
二
車
に
は
石
見
守
佛
の
岡
使

附
属
の
士
官
、
旦
此
度
途
中
御
承
諾
申
た
る

佛
人
ジ
コ
レ
ー
な
り
、第
三
車
に
は
御
扈
従
に
彼
の

（
一
二
オ
）

士
官
一
人
也
、
馬
一
小
隊
に
ニ
而
途
中
御
警
衞
申
上
軍�

船�

＝�

＝�

＝�

バ
ッ
テ
ー
ラ
ニ
而
サ
イ
ド
と
い
ふ
郵
船
え
御
乗

組
、
此�

船�

は�

第
五
時
御
出
帆
、
折�

節�

空�

曇�

日
前
地
中
海
＝
上
＝�

甚

あ
れ
し
と
て
其
余
勢
未
収
、
空
曇
り
て
北
風

強
く
時
々
雨
を
交
へ
て
沖
の
白
波
＝�

声

高
浪
出
雪
か
と
は
か
り
思
は
れ
て
物
す

こ
く
覚
＝�

＝�

＝�

船
は
ア
ル
ヘ
イ
も�

よ
り
猶
狭
少

座

敷

ニ
而
甲
板
上
に
サ
ル
チ
ン
を
設
け
り
、
釣
金

不
十
分
と
見
へ
て
揺
動
殊
更
強
ふ
覚
へ
し

廿
四
日

廿
九
日

夜
来
送
風
強
く
雲
願
ふ
漏
日
光

波
捲
＝�

雪
花
乱
飛
四
顧
渺
漫

終
日
不
覚
山
影

廿
五
日

晴

三
十
日

朝
来
指
不
覚
山
影
嶌
嶋
天
晴

風
静
舟
亦
平

（
一
三
オ
）

二
十
六
日

三
十
一
日

西
風
に
て
舟
纔
に
揺
く
夕�

六�

時�

に�

伊�

太�

利�

亜�

な�

る�

メ�

シ�

ー�

ナ�

と�

い�

ふ�

港�

に�

着�

せ�

り�

日�

已�

没�

し�

月�

も�

な�

し�

御�

上�

陸�

は�

な�

し�

左
右
嶌
嶋
を
見
る
、
夕
第
六
時
伊
太
利
亜

な
る
メ
シ
ー
ナ
港
に
着
す
、
日
已
ニ
没
し

た
れ
は
御
上
陸
は
な
し
、
港
内
至
而
岸
深

に
し
て
衢
頭
の
燈
影
閃
々
と
し
て

繁
昌
の
体
な
り
、
多
く
珊
瑚
を
産
せ
り
、

賎
夫
一
函
を

へ
て
舟
に
＝�

来
る
、
種
々

珊
瑚
の
細
工
物
を
示
す
、
人
々
も
買
入
た
り
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七

予
も
又
些
小
な
る
も
の
を
得
た
り

廿
七
日

四
月
朔
日

朝
来
逆
風
強
ふ
し
て
舟
甚
揺
動
、

寝
室
を
出
か
ね
る
程
な
り
し
か
、
余
り

欝
し
た
れ
は
勉
而
甲
板
上
に
出
る
に

（
十
四
オ
）

さ
し
も
多
き
旅
客
も
あ
と
た
へ
而
、
対
に

寂
寥
た
り
な
か
ら
歩
す
る
事
も
自
在

な
ら
さ
れ
は
、
帆
縄
抔
に
扶
け
ら
れ
な

か
ら
四�

眺
望
し
て
山
色
の
面
白
さ
に

時
を
移
し
い
た
り
し
か

公
子
に
も
御
扈
従
一
人
を
被
召
連
御

出
あ
り
し
、
暫
時
御
物
語
な
と
し
て

山
を
評
水
を
論
じ
て
再
船
室
ニ
入
る

此
日
は
食
盤
に
對
せ
る
人
稀
な
り
し

夕
飯
の
ニ
ハ
和�

阿
蘭
の
人
な
か
り
し
か
揺
動
の

さ
し
も
強
く
も
覚
へ
さ
り
し
が
倚
木
転
し
て

倒
れ
し
が
少
シ
怪
我
し
た
り
き

廿
八
日

二
日

朝
来
船
の
動
揺
昨
日
よ
り
励
し
時
候

も
日
増
に
＝�

冷
気
に
な
り
た
り
、
山
水
は
い
よ

〳
〵
面
白
、
近
き
嶌
嶋
に
は
芳
草
色
ま
た

（
十
五
オ
）

深
か
ら
ず
、
遠
き
峯
に
村
消
の
雪
を

と
ゝ
め
恰
も
新
春
の
景
色
な
り
、
第
九
時

頃
に
ハ
マ
ル
シ
カ
○
サ
ル
ジ
ニ
ー
の
嶌
間
を
航
ふ
す

風
き
へ
て
船
の
揺
動
も
少
し
く
止
た
り
け
れ

は
甲
板
上
に
上
る
、
コ
ル
シ
カ
は
右
の
方
に
あ
り

大
な
る
嶌
な
り
、
是
佛
国
今
帝
の
生
れ
し

地
な
り
と
ぞ

廿
九
日

三
日

晩
よ
り
西
北
の
風
と
な
り
船
も
揺
動
不

少
乍
去
港
近
き
に
至
り
て
は
風
も
き
て

船
平
な
り
、
第
九
時
半
マ
ル
セ
ー
ル
に
御
着
船
、

海
岸
の
砲
台
に
祝
砲
を
発
せ
り
、
船
遠

ニ
而
、
旦
船
あ
し
早
く
砲
発
の
員
数
分
明

な
ら
ず
、
後
ニ
而
可
行
＝
二
十
一
発
な
り
と
い
ふ

＝�

さ
も
あ
る
へ
き
事
な
り
、
港
内
い
と

廣
く
尤
岸
深
に
て
責�

荷�

を�

陸�

上�

け�

（
一
六
オ
）

せ�

＝�

＝�

極
め
＝
岸
湾
に
泊
せ
り
帆
＝�

け
た
岸
上
の
港
に
突
出
す
る
程
な
り
、
大
な
る

船
た
ま
り
一
ケ
處
あ
り
、
一
ツ
は
帆
前
船
、
一
ツ
は
気
船

耳
を
繋
げ
り
、
御
上
陸
の
節
は

馬�

車�

を�

御
船
え
佛
国
コ
ン
シ
ー
ル
〇
（
御
國
コ
ン
シ
ー
ル
セ
ネ
ラ
ー
ル

フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ト
并
博
覧
会
掛
諸
吏
等
）
御
出
迎
バ
ッ
テ
ー
ラ
に
て

罷
移
御
盤
岸
所
、
飾
り
た
る
馬
車
に

召
さ
れ
倚
盤
二
小
像
前
後
被
守
衛

し
て
ガ
ラ
ン
ボ
テ
ル
ダ
ハ
リ
ー
と
い
ふ
客
舎
に
御

投
舘
被
遊
た
り
、
当
處
鎮
台
海
陸

軍
惣
督
市
車
等
衣
服
を
改
め
て
参
上

御
安
着
を
奉
祝
ぬ
、
＝�

第
三
字
御
出
門

鎮
台
并
両
惣
督
御
尋
問
國
亭
離
宮
え
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御
出
那�

波
烈
、
翁
ヶ
岡
え
い
へ
る
小
高
游

園
え
御
出
、
港
内
一
日
＝
處
々
に
御
砲
台
も
か
く
は

古
風
な
る
も
の
な
り
、
市
中
御
游
覧
景

情
雖
難
尽
、
今
其
の
概
略
を
述
ん
、

（
一
七
オ
）

衢
街
横
縦
＝�

五
重
の
層
楼
連
軒
、

彫
欄
＝�

＝�

南
北
に
映
し
玉
窓
西
東

に
開
、
馬
車
阡
陌
に
馳
繁
美
被

窮
冨
昌
可
思
、
第
五
時
よ
り
演�

劇�

に

御�

出�

鎮
台
乃
御
馳
走
ふ�

り�

し�

夫�

劇�

は�

感�

善�

演
劇
ニ
御
出
有
は
男
女
共
ニ

舞
躍
す
、
奏
楽
は
雖
盛
と
嘔
唖
嘲

に
し
て
難
成
曲
言
語
元
来
不

解
、
感
善
懲
悪
と
も
に
不
能
解

乍
、
去
堂
堂
の
燈
火
、
恰
如
白
日
、
紅
衣

緑
袍
珠
玉
黄
金
＝�

紅
粉
の
釉�

実
に
人
目
を
＝�

歓
は
し
む
る
に
足
る

晦
日

四
月
四
日

此
日
鎮
台
よ
り
の
御
＝
待
に
而
夕
刻
よ
り

御
越
被
遊
＝�

ふ
女
＝�

＝�

奏
楽
抔
し
て

旅
況
を
奉
慰
、
御
饗
応
尤
盛
な
り

（
一
八
オ
）

朔
日
晴

五
日

午
後
写
真
師�

家
被
御
出
被
為
写

賢
影
吾
楽
、
亦
写
故
猶
真
花
園
に

御
游
覧
、
怪
獣
寄
禽
珍
木
怪
草

万
種
あ
り
、
＝�

＝�

＝�

＝�

＝�

甚
驚

人
々
心
目
も
の
也
、

二
日
佛
国
軍
艦
矴
處
ニ
而
東
南
に
當
り

て
ツ
ー
ロ
ン
と
い
ふ
處
あ
り
、
御
一
覧
た
め

蒸
気
車
に
て
、
＝�

＝�

＝�

第
七
時
御
発

程
第
九
時
半
同
處
御
着
鎮�

台�

＝�

＝�

附�

属�

士�

官�

等�

御�

出�

＝�

馬�

車�

を�

備�

ふ�

馬
車
を
備
へ
、
鎮
台
を
始
附
属
役
と

途
に
御
出
迎
え
、
＝�

＝�

＝�

＝�

＝�

＝�

處
ニ
テ

御
案
内
申
上
ス
＝
ア
シ
ヨ
ン
よ
り
羽
戸
場

迠
の
間
＝�

＝�

銃
隊
左
右
に
陳
列

隊
長
は
騎
馬
楽
隊
を
奏
賀
曲
、即

（
一
九
オ
）

川
蒸
気
船
に
被
＝
て
二
三
軍
艦
え
御
出

相
成
御�

上�

陸�

、
士
官
尽
改
服
御
上
陸
ニ
ハ

奏
楽
す
、
其
内
一
艘
ニ
お
ゐ
て
調
練
を

御
目
過
た
り
、
熟
練
更
可
感
、
兵
卒

の
聊
も
不
当
事
は
更
ニ
感
服
せ
り
、
各

船
祝
砲
を
発
せ
り
、
第
十
二
時
鎮
台
の
宅

ニ
テ
牛
飲
を
供
す
珎
味
佳
肴
を
呈
せ
り

自
夫
馬
車
に
て
製
鉄
機
械
所
え
御

案
内
申
、
其
宏
大
曽
而
聞
し
に
勝
る
所

な
り
、
初
人
知
工
夫
の
無
極
を
知
耳
也
、

＝�

＝�

＝�

軍�

船�

近�

来�

戦�

争�

ニ�

而�

＝�

せ�

し�

鉄�

船�

修�

理�

に�

＝�

＝�

＝�

＝�

＝�

又�

＝�

鉄�

造�

ニ�

テ�

組�

建�

鉄
造
大
砲
は
＝
妙
此
類
彼
の



前
田：

長
崎
大
学
武
藤
文
庫
蔵
『
渉
涛
日
誌
二
』
―
翻
刻
と
解
題
―

九

軍
艦
中
に
も
数
門
を
備
た
り

御
一
覧
後
、第
五
時
半
御
発
途
ニ
而
第

（
二
〇
オ
）

七
時
御
帰
舘
な
り
＝
鉄
軌
左
右
多
く
は

田
間
菜
畦
花�

菱
隴
桃
李
桜
柳

種
々
の
花
弁
盛
開
、
恰
も
晩�

春�

三�

重

清
明
寒
食
の
倶
な
り
、
墨
以
東
台

の
花
を
思
ひ
些
郷
思
を
催
さ
れ
た
り
、

三
日
晴

四
月
七
日

朝
十
一
字
よ
り
市
中
街
頭
ニ
朝
の
調
練
場
ニ
被
出
、
三
兵
調
練
御
一
覧
有
之
、

歩
兵
ミ
レ
ジ
メ
ン
ト
騎
兵
ハ
小
隊

砲
は
二
坐
毎
大
隊
楽
隊
を
備
ふ
、
運
動
に
し
て

カ
ン
ボ
チ
ャ

去
年
東
甫
塞
戦
争
＝�

陸
軍
惣
勢
中
央
＝
て
有
功
の
士
官
二
人

＝�

＝�

メ�

ダ�

イ�

を
呼
出
し
、
有
功
報�

褒
賞

の
次
第
を
高
声�

ニ
申
渡
メ
ダ
イ
を
與
ふ
、
＝�

士
女
群
衆�

集
は
内
に
而
受
賞
を
は
、
当
人
の

心
中
被
察
た
り
、
其�

翌
日
ニ
至
レ
ハ
新
聞

紙
中
に
明
瞭
に
書
載
た
れ
は
、
國
中
は
勿
論

吾
邦
他
国
の
人
迠
も
自�

知�

此
功
名
を
識
ら
る
ゝ
べ
し
、

の�

姿�

な�

り�

褒
賞
も
如
此
な
れ
ハ
、自
然
人

（
二
一
オ
）

も
勉
力
す
る
か
道
理
に
し
て
実
賞
一
人

励
千
萬
人
を
＝�

も�

於�

此�

所�

知�

な�

り�

所

と
申
、
古
意
に
も
自
然
相
叶
ふ
て
更
感
服
せ
り
、

旦
本
日
の
調
練
は
全
此
両
人
を�

の
褒
賞
を

可
行
た
め
に
催
せ
し
と
ぞ
、
人
心
を
鼓
舞
す
る

の
妙
處
と
も
云
ふ
へ
き
か

四
日

八
日

朝
十
字
よ
り
学
校

え
御
出
有
之
、
取
＝
＝
＝
＝
＝
精
舎

尽
御
巡
覧
、
教
育
の

親
切
更
可
感
生
徒
所
出
、
一
年

の
費�

用�

寄
宿
料
僅
に
九
百
フ
ラ
ン
ク
（
一
フ
ラ
ン
ク
九
文
京
）

食
衣
以
之
足
せ
り
と
い
ふ
、

其
余
不
足
は
政
府
に
て

備
ふ
、
又
大
商
冨
家
の

寄
進
金
に
て
諸
事

十
分
な
り
と
い
ふ
、
当
時

書
生
五
百
あ
り
と
ぞ

五
日

九
日

今
宵
は
鎮
台
陸
軍
惣
督
コ
ン
シ
ー
ル
セ
ネ

ラ
ー
ル
○
メ
ー
ル
テ
マ
ル
セ
ー
ル
、
其
属
吏
、
御
招
待

御
饗
応
有
之
陸
軍
惣
督
は
楽
隊

を
召
連
御
饗
応
中
楽
を
奏
す
＝�

＝�

＝�

更
〳
〵
賀
＝�

＝�

＝�

詞
を
述
て
寿
杯
を
揚
グ

一
同
喜
悦
し
て
退
出
す
、
翌
日
＝�

新

聞
紙
中
に
此
事
を
書
あ
ら
は
し
て
甚
称

揚
し
た
り

六
日

十
日

（
二
二
オ
）

十
一
時

御
発
程
鎮
台
コ
ン
シ
ー
ル
ゼ
ネ
ラ
ー
ル
等

火
車
會
所
迠
奉
見
送
、
夕
七
時
リ
ヨ
ン
御

着
、
ホ
テ
ル
デ
ヨ
ラ
ロ
ッ
パ
と
申
客
舎
に
御
投
宿
、
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一
〇

奥
室
甚
美
麗
な
り
、
当
處
は
多
絹
を

産
す
と
い
ふ
、
佛
國
の
養
蠶
即
当
地

ニ
現
れ
り
と
云
乍
、
欧
州
ニ
而
は
去
三
ヶ
年
己
来
蠶
に

流
病
あ
り
、
地
蠶
甚
多
敷
、
当
地
ニ
而
ハ

日
本
蠶
耳
を
以
て
織
家
業
を
営
め
り
と
ぞ

是
佛
國
第
二
の
都
会
と
い
ふ
、
人
家
重

蜜
馬
車
行
、
人
喧
嘩
雑
踏
繁
華

冨
饒
と
見
へ
た
り
、
夜
中
な
れ
は
不
能
尽

景
情

七
日

十
一
日

朝
第
七
時
御�

発�

、
蒸
気
車
御
乗
組
、

夕
六
時
都
府
巴
里
御
着
、
佛
人
カ
シ
ヨ
ン

御
出
迎
ひ
申
と
馬
車
に
被
召
ガ
ラ
ン
ホ
テ
ル

（
二
三
オ
）

デ
ハ
リ
ス
と
云
客
舎
に
御
投
宿
被
遊
、
此
客

舎
欧
州
最
第
一
の
大
家
の
よ
し
、
旦�

新�

旅
客
千
人

を
容
る
と
い
ふ
、
且
新
築
な
れ
は
家
具

と
も
に
清
潔
な
り
、
貨
物
を
楼
上
に
上
下
す
る

に
は
水
機
を
用
ゆ
、
下
等
會
食
所
に
器
皿
を

運
輸
す
る
、
鉄
軌
火
機
用
ゆ
と�

云�

ふ�

其
大
以
此
一

事
可
知
也
、
此
程
魯
西
亜
え
奉
使
命
た
る

小
出
大
和
守
、
石
川
駿
河
守
＝�

＝�

＝�

使
命
を

奉
し
巴
里
に
逗
留
す
る
に
付
早
速
御
旅
館
え

罷
出
御
案
着
を
奉
祝

吾
輩
一
別

已
来
在
地
郷
、
親
知
故
友
逢
ふ
て

独
懐
相
語
、
暫
忘
客
愁
、
謹
興
重
更

の
深

三
月
八
日

四
月
十
三
日

＝�

＝�

魯�

国�

一�

行�

小
出
石
川
を
初
、
府

属
一
行
の
者
を
召
し
て
晩
餐
を
賜
り

（
二
四
オ
）

暫
御
物
語
申
上
テ
退
出
す

注１

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
に
あ
る
武
藤
文
庫
は
、
長
崎
大
学

経
済
学
部
の
前
身
長
崎
高
等
商
業
学
校
の
教
授
、
故
武
藤
長
蔵
博
士
の
資

料
で
あ
る
。
和
洋
約
一
〇
、〇
〇
〇
冊
お
よ
び
地
図
・
書
画
・
陶
器
等
の

各
種
資
料
約
二
〇
〇
点
か
ら
な
り
、
経
済
学
関
係
の
古
典
や
対
外
交
渉
史

関
係
、
さ
ら
に
は
地
元
長
崎
関
係
の
資
料
な
ど
、
広
範
囲
な
学
問
分
野
に

わ
た
り
多
く
の
稀
覯
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。

２

一
九
・
〇
×
一
二
・
九
糎
、
袋
綴
、
八
行
、
二
十
四
丁
、
奥
書
な
し
。
整

理
番
号
五
一
四
、
Ｍ
二
三
〇
。
見
返
し
に
「
田
辺
太
一
日
記
か
可
不
調
」

と
記
し
た
付
箋
あ
り
。

３

小
寺
瑛
広（
二
〇
一
一
）「
山
高
信
離
と
そ
の
仕
事

―
博
物
館
長
に
な
っ

た
旗
本
―
」
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要

第
三
五
輯

謝
辞本

稿
の
執
筆
に
当
た
り
、
安
田
女
子
大
学
の
吉
良
史
明
先
生
、
長
崎
大
学
の

福
留
真
紀
先
生
、
本
学
名
誉
教
授
の
若
木
太
一
先
生
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の

相
田
満
先
生
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
戸
定
歴
史
館
の
小
寺
瑛

広
先
生
に
は
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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